
　
『
万
葉
集
』巻
四
は
、恋
の
歌
を
中
心
と
す

る「
相
聞
」の
巻
で
す
。今
回
の
歌
は
、巻
四

の
巻
頭
近
く
の
長
歌
、「
岡
本
天
皇
の
御
製

一
首
」（
四
八
五
番
歌
）に
付
随
す
る
短
歌
二

首
の
一
首
目
で
す
。

　

長
歌
で
は
、多
く
の
人
々
が
鴨
の
よ
う
に

群
れ
て
行
き
交
う
が
、私
が
恋
い
慕
う
あ
な

た
で
は
な
い
の
で
、日
々
眠
る
こ
と
が
で
き
ず

今
日
も
夜
を
明
か
し
て
し
ま
っ
た…
…

と
詠

ま
れ
ま
す
。続
く
こ
の
短
歌
で
も
人
々
を
鴨

に
た
と
え
つ
つ
、自
ら
の
心
情
を「
さ
ぶ
し
」

と
表
し
ま
す
。「
さ
ぶ
し
」の
語
は
対
象
の
不

在
や
喪
失
の
際
に
抱
く
感
情
に
用
い
ら
れ
、

「
悲
し
」と
言
い
換
え
ら
れ
る
例
も
見
ら
れ

ま
す（
巻
一
・
二
九
番
歌
、巻
三
・
四
三
四
番

歌
）。「
ゑ
」は
不
愉
快
な
感
情
に
つ
く
間
投

助
詞
で
、『
日
本
書
紀
』の
歌
に「
あ
れ
は
苦

し
ゑ
」と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。「
さ
ぶ
し

ゑ
」に
続
く「
君
に
し
あ
ら
ね
ば
」は
、長
歌

に
あ
る
句
を
そ
の
ま
ま
繰
り
返
し
た
も
の
で

す
。人
は
た
く
さ
ん
い
る
け
れ
ど
、あ
な
た
で

は
な
い
の
で
寂
し
い
、と
い
う
歌
で
す
。

　

さ
て
、題
詞
の「
岡
本
天
皇
」に
つ
い
て
、次

の
よ
う
な
注
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。―

い
ま

考
え
て
み
る
と
、高
市
岡
本
宮
と
後
岡
本
宮

と
、二
代
二
帝
そ
れ
ぞ
れ
別
で
あ
る
。た
だ
岡

本
天
皇
と
だ
け
い
う
の
で
は
ど
ち
ら
を
指
す

の
か
明
ら
か
で
な
い（
四
八
七
番
歌
左
注
）。

―

舒
明
天
皇
の
岡
本
宮（
六
三
〇
〜
六
三
六

年
）と
、同
じ
場
所
に
斉
明
天
皇
が
再
建
し

た
後
岡
本
宮（
六
五
六
〜
六
六
一
年
）が
あ

り
、歌
の
作
者
が
舒
明
天
皇
な
の
か
斉
明
天

皇
な
の
か
不
明
だ
と
い
う
注
で
す
。

　
『
万
葉
集
』で「
君
」は
女
性
か
ら
み
た
男

性
を
指
す
こ
と
が
多
く
、こ
の
歌
の「
わ
れ
」

は
女
性
で
あ
る
斉
明
天
皇
と
み
る
の
が
穏
当

で
は
あ
り
ま
す
。ま
た
巻
九
に
も
斉
明
天
皇

に
つ
い
て「
岡
本
宮
御
宇
天
皇
」と
記
し
た
と

見
ら
れ
る
例
が
あ
り
ま
す（
一
六
六
五
番
歌

題
詞
）。た
だ
、舒
明
天
皇
が
男
性
に
向
け
て

詠
ん
だ
と
み
る
余
地
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
ど

ち
ら
か
わ
か
ら
な
い
」と
い
う
左
注
が
残
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

舒
明
天
皇
の
岡
本
宮
は
明
日
香
村
の
国

史
跡「
飛
鳥
宮
跡
」の
最
も
早
い
時
期
の
Ⅰ

期
遺
構
、後
岡
本
宮
は
Ⅲ―

Ａ
期
遺
構
が
相

当
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
（
本
文　

万
葉
文
化
館　

阪
口
由
佳
）

二
代
の
岡
本
天
皇

は
じ
め
て
の

日
本
に
現
存
す
る

最
古
の
和
歌
集
「
万
葉
集
」
を

わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介
し
ま
す

vol.
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山
の
端
に
あ
じ
鴨
の
群
が
騒
ぐ
よ
う
に

人
は
行
く
の
だ
が
、私
は
さ
び
し
い
こ
と
よ
。

君
で
は
な
い
か
ら
。

訳

岡
本
天
皇 

巻
四(

四
八
六
番
歌
） 

お
か
も
と
の
て
ん
の
う

﹇
定
員
﹈1
5
0
人（
先
着・申
込
不
要
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
は
要
申
込（
定
員
な
し
）

﹇
講
師
﹈中
本
和（
当
館
主
任
研
究
員
）

◆
万
葉
集
を
よ
む「
春
の
相
聞（
2
）」

（
巻
8・1
4
5
6
〜
1
4
6
4
番
歌
）

そ
う
も
ん

9
月
4
日（
水
）14
時
〜
15
時
30
分

無
料
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◆
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
万
葉
　
秋

9
月
15
日（
日
）〜
12
月
4
日（
水
）

﹇
定
員
﹈1
5
0
人（
先
着・申
込
不
要
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
は
要
申
込

　（
定
員
な
し
）

｢天
武
と
聖
武
ー『
万
葉
集
』を
軸
に
ー
」

　
井
上
さ
や
か（
当
館
企
画・研
究
係
長
）

「『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』と
天
武
天
皇
」

　
阪
口
由
佳（
当
館
主
任
研
究
員
）

「
聖
武
天
皇
と
皇
統
意
識
」

　
中
本
和（
当
館
主
任
研
究
員
）

無
料

◆
万
葉
の
日
記
念
講
座

9
月
15
日（
日
）14
時
〜
16
時
30
分

『
万
葉
集
』に
お
さ
め
ら

れ
た
男
女
の
恋
歌
を

モ
チ
ー
フ
に
描
か
れ
た

「
万
葉
日
本
画
」か
ら
、万

葉
の
人
々
の
恋
模
様
を

垣
間
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
館
蔵
品
展「
万
葉
　
恋
も
の
が
た
り｣

開
催
中
〜
9
月
16
日（
祝
）

※
県
内
在
住
、65
歳
以
上
の
方
は
身
分
証
明
書
を
ご
提

示
で
半
額
。そ
の
他
、割
引
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。   
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そ
う 

も
ん

山
の
端
に
　
あ
ぢ
群
騒
き
　
行
く
な
れ
ど
　

わ
れ
は
さ
ぶ
し
ゑ
　
君
に
し
あ
ら
ね
ば

は

む
ら 

さ
わ
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